
 

令和８年３月２４日 第１２号 学校ホームページも随時更新中！

卒業生は新たな道へ 在校生は次の学年へ 
校長 梶原  大

先日３月１３日（金）に第３６回卒業証書授与式が挙行され、８名が巣立っていきました。自

分たちの学校ながらにとても良い、感動的な卒業式だったと自負しております。その卒業生です 

が、１７日（火）に公立高校の合格発表がありました。 

見事、８名全員が第一希望の学校への進学を決めました 

おめでとうございます 
そして本日２４日（火）には修了式を迎えました。卒業生を含め、全校生徒２４名全員が次の

ステップに進むことができることに、何よりも有難く、感謝しているところです。 
 

さて、現２年生のみなさん。次は最高学年です。今何を考えていますか？どういう１年間を過

ごしていこうと考えていますか？そして、人生初となるであろう進路選択を迎え、その壁を自ら

乗り越えなければならない年となります。言わずと知れた「受験生」となりますから、どう過ご

すのかを自ら考え、自ら実行してください。 

現１年生のみなさん。いよいよ先輩になりますね。後輩ができることに何を思いますか？そし

て、卒業まで少し時間的な余裕があるであろう２年生では、何をしていこうと考えていますか？ 

中学校では何もかもが初めてで戸惑うことが多かったと思いますが、来年度は１年生の経験を活

かしていろいろなことに挑戦できる学年となります。ぜひ、大きな挑戦をしてみてください。 
 

皆さんはこの１年間で大きく成長しました。身体的にも、精神的にも、学力的にも１年前の姿

とは大きく違っています。それをまずは実感して、「自分は頑張った」と褒め称えてください。 

中には満足のいかなかったこともあるかもしれませんが、１年間３６５日を一生懸命に過ごした

ことには違いはありません。「俺は～、私は～、頑張った～。」です。そして私からは「みなさん

お疲れさまでした。」とお伝えします。春休みは少し休んで、４月６日（月）からの始業式に元気

な姿で臨んでほしいです。 
 

保護者の皆様、地域の皆様には、この１年間、変わらぬご支援をいただき、誠にありがとうご

ざいました。日々の温かな声掛けや励まし、行事等へのご協力があり、生徒たちの安心感と挑戦

する力につながっています。子どもたちがのびのびと学び、成長できるのは、皆さまのお力添え

があってこそです。心より感謝申し上げます。 

まもなく新しい年度が始まります。一人ひとりが、今年度に得た経験を胸に、さらなる成長へ

踏み出せる春となることを願っています。次のステージへ進む生徒たちの姿を、これからも共に

見守っていただければ幸いです。 

雪どけの季節、校舎の窓から見える光が日に日に明るくなり、グラウンドに積もった雪も解け

て土が見えるようになっていきます。希望に満ちた春の訪れとともに、皆様にとっても穏やかで

あたたかな日々が続きますようお祈り申し上げます。 



離任者からのご挨拶 ～大変お世話になりました～

鈴木 悠平 教諭
（京極町立京極中学校へ）

毎日通勤で見た島牧の海が見られなくなるこ

とをとても寂しく感じています。この４年間、

島牧中学校の素直で一生懸命に頑張る生徒たち

と、温かく見守ってくれる保護者や地域の方々

のおかげで、私自身もたくさんの挑戦を行い成

長することができました。学校祭の『島中生の

主張』は生徒とともに作り上げた私の人生の宝

物です。新任地でも島牧で学んだ経験を生かし、

精一杯頑張ります。本当にありがとうございま

した！

高西 信明 教諭
（共和町立共和中学校へ）

島牧中学校での２年間は地域の皆様、保

護者の皆様に温かいご支援とご協力をいた

だき、心より感謝申し上げます。いつも笑

顔で素直な生徒たちと過ごした日々はかけ

がえのない思い出です。新天地でも精一杯

努めてまいります。今後とも島牧中学校の

さらなる発展をお祈り申し上げ、異動のご

挨拶といたします。


